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機関拠点型　基幹研究プロジェクト
人文機構の６機関が、それぞれのミッションを体現する重点的な研究テーマを掲げ、国内外の研究機
関や研究者と連携し、専門分野の深化を図る挑戦的な研究に取り組みます。

共創先導プロジェクト
各機関及び国内外の大学等研究機関が連携して、研究資源や研究成果の共有化及び地域との
共創・協働等を通して社会に貢献するプロジェクトです。

共創促進研究
機構内外の多様な組織や人々との共創による共同研究を推進し、3つの研究展開を促進し
ます。
① コミュニケーション共生科学の創成
② 学術知デジタルライブラリの構築
③ 日本関連在外資料調査研究

共創促進事業
3つの研究展開を加速化させるた
めの事業を実施し、機構内機関
及び機構外大学等研究機関の研
究の高度化・創発を図ります。 「国際連携促進事業」

「知の循環促進事業」

「デジタル・ヒューマニティーズ（DH）促進事業」

ネットワーク型　基幹研究プロジェクト
機構内の機関が中核となって国内外の大学等研究機関とネットワークを形成し、我が国及
び世界にとって重要な課題を掲げて実施するプロジェクトです。グローバル地域研究推進
事業及び歴史文化資料保全の大学・共同利用機関ネットワーク事業を設定し、研究フィール
ドからの課題解決を実現する研究に取り組みます。

広領域連携型　基幹研究プロジェクト
機構内の機関が中核となり、機構内の他機関や機構外の大学等研究機関とも連携しつつ、異
分野の連携を必要とする研究テーマを掲げて実施するプロジェクトです。人文学、情報科
学、保存科学、環境学等といった多様な分野の国内外の研究機関や研究者並びに地域社会等
と連携し、専門分野の枠を超えた学際的な研究に取り組みます。
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出典：令和５年度第１回人間文化研究機構 
　　　評価委員会資料（令和5年4月27日開催）
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